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今号の主な内容
特集 清瀬 結核の歴史展・モニターツアー

＆講演会を開催

お知らせ～information

…５面

第 ２ 次 清 瀬 市 教 育 総 合
計画マスタープランを策定

…６～８面

　　…４面
クローズアップ

市・都民税 の申告の
時期です

申 告 期 間 は 2月16日 ㈭ ～3月15日㈬

①日本国外に居住する親族に係る扶養親族等の書類の添付義務化

②給与所得控除の見直し

　市・都民税の申告は市役所で受け付けますので、以下の１～４
をご覧のうえ、申告の準備をお進めください。所得税の確定申告
などは、東村山税務署で受け付けます。
　なお、申告期間中に限り、簡易な確定申告を市役所で受け付け
ますが、窓口に限りがあるため、お待ちいただくことがあります。

問合せ　課税課市民税係☎ 497・2040

場所（早期受付） 期間 受付時間
中里地域市民センター（１日のみ） ２月１日㈬

午前９時～ 11 時
・午後１時～４時 30 分

松山地域市民センター（２日間） ２月２日㈭・ ３日㈮
野塩地域市民センター（３日間） ２月６日㈪・７日㈫・

13 日㈪
竹丘地域市民センター（２日間） ２月 14 日㈫・15 日㈬

生涯学習センター（３日間） ２月８日㈬～ 10 日㈮ 午前９時 30 分～
午後３時 30 分

Ⓐマイナンバーが記載された
書類と本人確認書類
マイナンバーについては市・都民

税申告は内容確認のみ。確定申告は
下記書類の写しの提出が必要です。

※上記の必要書類の他に、ボールペンなどの筆記用具・印鑑（認め印で可）をご
用意ください。

※イラストは日
本年金機構発行
の見本。色・様
式は変更するこ
とがあります。

　支払者から１月末ま
でに渡されます（年金
を受給されている場合
は郵送されます。年金
振込通知書とは異なり
ますので、ご注意くだ
さい）。なお、証明書
は一度お預かりしたら、
原則返却できません。

■申告書郵送方法は？
必要書類を同封し、清瀬市課税課宛てに郵送してください。控えの返送を

ご希望の場合は、82円切手を貼った返信用封筒も同封してください。

①国民健康保険税②後期高齢者医
療保険料③介護保険料の支払金額
が分からない場合、①②は保険年金
課、③は高齢支援課で支払額の確
認書を発行しています。

Ⓓ控除額証明書
平成 28 年中に支払った社会保険料

・生命保険料の証明書や領収書（源
泉徴収票に記載があれば不要）、医
療費の領収書、障害者手帳などをご
用意ください。

本 年 度 か ら マ イ ナ ン バ ー（ 個 人 
番 号 ） の 記 載 が 必 要 に な り ま す

①マイナンバーカード（表裏）
②通知カードと運転免許証などの
顔写真付き証明書。顔写真付き証
明書がなければ健康保険証や年金
手帳など２つ以上の書類が必要
※①または②が必要になります。

Ⓑ給与・年金の平成 28 年分
源泉徴収票

POINT

健 康 管 理
市・都民税の申
告が必要です

市・都民税の
申告の必要は
ありませんはい

※１　同一世帯の扶養に入っている方でも、都営住宅の審査関係などで所得金額が
　　　記載された非課税証明書を請求する場合は申告が必要です。
※２　確定申告が必要かどうかは、東村山税務署へお問い合わせください。

収入は、給与または
年金だけですか？

同一世帯の方の扶養と
なっていましたか？

平成 28 年１月１日
～ 12 月 31 日に収入
がありましたか？

平成 29 年１月１日
現在、清瀬市内に住
んでいましたか？

スタート

いいえ

はい
（※１）

はい

税務署で確定申告を
しますか？（※２）

源泉徴収票に記載された
内容の他に、追加する控
除（社会保険料や寡婦な
ど）がありますか？

１月１日に住ん
でいた市区町村
へお問い合わせ
ください

は
い

いいえ

いいえ 勤務先から清瀬市に
給与支払報告書が提
出されていますか？

市・都民税の申
告が必要です

はい（年金）

いいえ

はい

いいえ（他の所得あり）

はい
（給与）

はい
いいえ

いいえ
（遺族年金・障害年金のみも含む）

扶養に入っていない方の場合、申告は介護保険料や国民
健康保険税の軽減などに必要な算定の基礎資料となるため
です。

■所得がない方でも申告が必要な理由は？

寡婦（夫）の方や障害者手帳をお持ちの方で所得が 125 万
円以下の方は、申告すると市・都民税が非課税となります。

■市・都民税が非課税になることも

つ ぎ に、 申 告 が 必 要 か
確 認 し て み ま し ょ う

平 成 29 年 度 か ら
適用される主な税制改正

申告はいつから・どこで
受 け 付 け て い る の？

③金融所得課税の一体化による改正

申 告 に つ い て の よくあ る 質 問

Q年金受給者の確定申告不要制度とは？

　公的年金収入が 400 万円以下で、他の
所得が 20 万円以下の場合、所得税の確定申告
は不要という制度です。ただし、所得税の還

付が発生する場合は、申告手続きが必要にな
りますのでご注意ください。
　申告がない場合は、年金支払情報に基づい
て計算を行います。このため、所得税の還付
がない方でも、源泉徴収票に記載されている
事項の他に適用したい控除がある場合は、市・
都民税の申告をしてください。

Q 昨年、多額の医療費がかかりました。申

告で医療費控除の適用はできますか？

　医療費控除は、その年中に自身および生計
を一にする家族のために支払った医療費が対
象になります。支払った医療費から、生命保
険や社会保険などで補てんされた金額を差し

引き、さらに 10 万円または総所得金額の 5％
（いずれか少ない方）を差し引いた残りの金額
を控除額として適用できます。

POINT

POINT

POINT

Ⓒ市・都民税申告書

　 昨 年、 市・ 都 民 税
の申告をした方などに
１ 月下 旬 に 郵 送しま
す。 必 要 事 項 を 記 入
し、持参（また は郵送）
してください。申告書
は、市役所で配布しま
す（市ホームページか
らもダウンロード可）。

　本年度から、マイナンバーカード、または通知カード（マイナンバー
記載の住民票でも可）を持参してください。扶養親族の方のマイナンバ
ーの記載も必要になりますので、あらかじめ正しい番号の確認をお願い
します。申告に必要なものは以下Ⓐ～Ⓓのとおりです。

フローチャート（下図）で確認しましょう。所得がなくても、申告が
必要な場合があります。年金収入が400万円以下で「確定申告不要制度」
に該当する方も、フローチャートで「市・都民税の申告が必要か」を確
認してください。

　市役所での申告期間は２月16日㈭～３月15日㈬です（土・日曜日を除
く）。受付時間は午前９時～11時、午後１時～４時30分です。なお、下
表の場所で申告開始日より前に受け付けを行います。

　「親族関係書類及び送金関係書類を添付または提示しなければな
らないこと」となる。

　給与所得控除の適用される上限が1,200万円（控除金額230万円）に
変更。

公社債等の利子及び譲渡損益並びに上場株式等に係る所得等の損
益通算を可能とする。詳しくは課税課へ。



229・1・15
　
「
ふ
せ
ぎ
」
の
力
が
１
月
５
日
、
し
っ

か
り
と
姿
を
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
市
内

で
の
火
災
焼
死
者
ゼ
ロ
連
続
３
０
０
０
日

（
８
年
以
上
）
達
成
で
す
。
多
摩
26
市
を

管
轄
す
る
消
防
署
で
一
番
の
実
績
で
す
。

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
テ
レ
ビ
の
年
頭
挨
拶
で
選
ん

だ
今
年
を
象
徴
す
る
漢
字
一
文
字
、「
結ゆ

い

」

そ
の
も
の
で
す
。結
と
は
助
け
合
い
の
心
、

組
織
を
意
味
し
ま
す
。

　

実
際
、
こ
の
８
年
の
間
に
何
回
か
焼
死

者
が
出
る
可
能
性
が
あ
っ
た
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
一
番
危
な
か
っ
た
の
は
昨

年
の
２
月
で
し
ょ
う
。
あ
る
高
齢
女
性
が

２
階
の
部
屋
に
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
部
屋

か
ら
出
火
し
ま
し
た
。
当
然
と
ん
で
も
な

く
驚
い
て
、
お
そ
ら
く
腰
を
抜
か
し
て
し

ま
っ
た
か
、
自
力
で
は
避
難
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
に
、
た
ま
た
ま
火
災
を
発

見
し
た
ご
近
所
の
人
が
２
階
の
そ
の
女
性

を
部
屋
か
ら
助
け
出
し
ま
し
た
。
下
宿
の

東
京
都
無
形
文
化
財「
ふ
せ
ぎ
」
の
力
が

市
民
の
な
か
に
も
浸
透
し
て
き
た
と
信
じ

た
い
で
す
。「
結
＝
ふ
せ
ぎ
」で
す
。

　

私
も
32
年
間
消
防
団
員
で
し
た
の
で
、

火
が
異
常
に
燃
え
上
が
る
現
場
に
行
く
と

気
が
動
転
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
よ
く
ご
近
所
の
人
が

素
早
く
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
改
め

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
日
当
日
に
清
瀬
消
防
署
が
東
京
消
防

庁
消
防
総
監
か
ら
表
彰
さ
れ
、
１４
日
の
清

瀬
市
消
防
団
出
初
め
式
に
は
、
総
監
が
直

接
来
ら
れ
て
消
防
団
を
表
彰
し
て
く
れ
ま

す
。

　

消
防
署
、消
防
団
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

こ
れ
が
典
型
的
な「
結
」の
姿
で
す
。

　

そ
の「
結
」
の
活
躍
、
実
績
が
年
頭
に

表
彰
さ
れ
た
こ
と
真
に
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
前
号
コ
ラ
ム
で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
渡
り
鳥
の
Ｖ
字
飛
行
は「
結
」
そ
の

も
の
で
す
。
皆
で
助
け
合
っ
て
飛
ぶ
か
ら

超
長
距
離
を
飛
べ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

人
間
は
超
健
康
寿
命
を
生
き
ら
れ
る
は
ず

で
す
。

　

さ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
時
に
合
わ

せ
て
今
、
市
長
室
で
王
冠
を
掴
ん
だ
大
き

な
鳥
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
絵
で
す
が
、
酉

年
の
年
頭
で
本
当
に
気
分
が
い
い
で
す
。

昨
年
１２
月
２６
日
に
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

小
学
校
３
年
生
４
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が

東
京
都
三
多
摩
少
年
野
球
秋
季
大
会
三
部

で
81
チ
ー
ム
の
な
か
で
勝
利
し
て
、
そ
の

優
勝
旗
を
持
っ
て
報
告
に
来
て
く
れ
た
の

で
す
。

　

そ
の
時
に「
優
勝
旗
、
市
長
室
に
飾
っ

て
お
く
か
ら
置
い
て
行
っ
て
く
れ
」と
頼

み
、
28
日
に「
え
っ
！

鳥
だ
！
」
と
気

が
付
い
た
の
で
す
。
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
ズ

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
汗
光
る
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
打
つ
我
が
胸
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
中
三
年
　
小
布
施
知
優

（
評
）
こ
の
句
の
季
語
は
「
汗
」。
夏
の
代
表
的
な
季
語
の
ひ
と
つ
。
冷
や
汗
な
ど
で
は
な
く
、
暑
さ
に
よ
る
発
汗
作

用
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
汗
だ
く
、
玉
の
汗
、
汗
み
ど
ろ
、
と
い
っ
た
表
現
の
な
か
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
こ
か
ら
詩
情
を
求
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、こ
の
句
は
五
七
五
の
な
か
に「
音
楽
状
況
」を
設
定
し
、

詩
情
を
導
き
出
す
の
に
成
功
し
た
。
加
え
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
緊
張
感
も
よ
く
捉
え
た
秀
句
と
な
っ
て
い
る
。

●
冷
蔵
庫
し
か
ら
れ
な
い
な
ら
入
り
た
い

　
　
　
四
中
三
年
　
寺
嶋
晃
太

　
（
評
）
四
季
を
問
わ
ず
年
中
あ
る
も
の
だ
が
、
俳
句
で
は
「
冷
蔵
庫
」
は
夏
の
季
語
に
な
っ
て
い
る
。
昔
の
冷
蔵
庫

は
頑
強
な
木
製
の
箱
に
氷
を
入
れ
て
冷
気
の
素
と
し
、
食
品
を
冷
蔵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
夏
は
蒸
し
暑
く

耐
え
が
た
い
。
冷
蔵
庫
を
開
け
た
と
き
に
感
じ
る
ス
ッ
と
し
た
冷
気
に
誘
わ
れ
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
の
な
か

に
入
り
た
い
。
気
持
ち
は
非
常
に
よ
く
わ
か
る
。
詩
情
は
な
い
が
、こ
う
し
た
お
か
し
み
も
俳
句
の
重
要
な
要
素
だ
。

●
蝉
の
声
時
よ
止
ま
れ
と
唄
う
よ
う

　
　
　
清
中
三
年
　
金
子
沙
奈

　
（
評
）「
蝉
」
は
夏
の
季
語
の
な
か
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
季
語
の
ひ
と
つ
。
蝉
時
雨
と
い
っ
た
音
で
、
朝
蝉
、
夕
蝉

と
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ
る
い
は
油
蝉
、
み
ん
み
ん
蝉
、
熊
蝉
と
い
っ
た
種
類
ご
と
に
、
江
戸
期
よ
り
多
く

の
夏
の
俳
句
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
そ
の
鳴
き
声
が
ま
る
で
時
雨
が
降
る
よ
う
だ
と
い
う
「
蝉
時
雨
」
は

実
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
自
分
を
包
む
よ
う
な
蝉
時
雨
の
な
か
に
い
る
と
、
な
ぜ
か
そ
の
一
瞬
が
時
間
と
い
う
観
念

を
超
え
た
無
限
の
世
界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
作
者
に
共
感
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
８
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

　11月17日、サンドーム福井（福井県越前市瓜
生町五丁目）で開催された「第57回全国スポー
ツ推進委員研究会協議会福井大会」にて、全国
スポーツ推進委員連合による表彰式が行われ、
清瀬市スポーツ推進委員の井上芳美さんが「30
年勤続スポーツ推進委員表彰」を受賞しました。
井上さんは、清瀬市スポーツ推進委員に任命後、
30年にわたり、市のスポーツ普及・発展に貢献
されました。

清瀬市スポーツ推進委員の井上芳美さんが、
「30年勤続スポーツ推進委員表彰」を受賞

　身近なイベントや、まちかどの話
題を皆さんから募集しています。

学 童 ク ラ ブ 臨 時 職 員 の
採 用 候 補 者 名 簿 登 録 者

登録資格　18歳以上（高校生不
可）で、子育ての経験が豊富な
方・子ども子育て支援員（放課
後コース）修了証のある方など。
保育士・教員免許・社会福祉士
などの資格があればなお可。
登録期間　４月１日～平成30年
３月31日（更新あり）
勤務時間　平日＝午後１時15分
～６時15分（会議・研修などの
ため、年に数回午前９時45分～
午後6時15分勤務あり）、土曜
日＝午前８時30分～午後５時
（月１・２回程度）、学校休業日
（振替休業日など）＝午前８時
30分～午後５時、三季休業日（春
休み・夏休み・冬休み）＝午前
８時30分～午後5時･午前９時
30分～午後６時
賃金　資格あり（教員・保育士
資格取得者及び心理・教育・福
祉・児童関連卒業者）は、１時

間1,070円（土曜日1,170円）。資
格なし（子育ての豊富な経験を
有する方・子ども子育て支援員
《放課後児童コース》修了証の
ある方など）は、１時間1,020円
（土曜日1,120円）
勤務内容　学童クラブでの児童
（小学１年～３年生）の育成業
務全般・障害（小学1年生～４
年生）のある児童及び配慮の必
要な児童の生活介助など。
※登録者は、直ちに採用される
わけではありません。あらかじ
めご了承ください。
※応募は随時受け付けます。
登録申込み方法・問合せ　市販
の履歴書に写真を貼付のうえ、
志望動機を記入し、資格証のあ
る方はそのコピーを添えて、直
接持参または郵送で、子育て支
援課学童クラブ係☎497・2089
へ

募集

募集

職種 受験資格
※全職種共通：65歳未満（平成29年４月１日時点）の方

人
数

一般事務 一般的なパソコン操作及び適切な接遇ができる方

若
干
名

保育士 保育士証を有する方
学童クラブ

指導員 保育士証または教員免許を有する方、もしくは２年以上児童福祉事
業に従事（常勤職員に準じた勤務）した経験のある方児童厚生員

学芸員 学芸員の資格を有し、埋蔵文化財の発掘調査に係る報告書作成の
経験のある方

募集要項　１月16日㈪～１月27日㈮の平日午前８時30分～午後５
時に職員課にて配布（市ホームページからもダウンロード可）。
申込み・問合せ　１月27日までの平日午前８時30分～午後５時に
所定の用紙に必要事項を記入し、資格を証明するものの写しを添
えて直接持参または郵送（27日必着）で、職員課職員係☎497・
1843へ

平 成 2 9 年 度 嘱 託 員

　12月20日、中学生の「税につい
ての作文・税の標語」表彰式が行
われました。この事業は、税を正
しく理解し、考える機会を持つた
めの租税教育推進活動の一環とし
て実施されているものです。
　今年度は、下記の21人・1校の
皆さんが受賞されました。おめで
とうございます。

中 学 生 が「 税 に つ い て の 作 文・ 税 の 標 語 」で 表 彰

医療と介護の専門職が連携し、
地域での生活を支えるための取り組みが進んでいます

坂田教育長（中央）と受賞者の皆さん

清瀬市長賞 弘松   瑶希
（四中3年）

清瀬市教育委員会
教育長賞

桒原   大輝
（三中3年）

清瀬市租税教育
推進協議会会長賞

磯谷   菜々子
（五中3年）

東京国税局長賞 曽我部   咲恵
（四中3年）

東京都立川都税
事務所長賞

髙瀬   毬菜
（五中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会会長賞

山崎   智也
（清中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会優秀賞

関   香穂
（清中3年）

一般社団法人東村山
青色申告会会長賞

鈴木   花歩
（二中3年）

公益社団法人東村山
法人会会長賞

野元   まい貴
（二中3年）

東京税理士会東村山
支部支部長賞

川北   直果
（東星学園中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会会長感謝状 清瀬第四中学校

清瀬市長賞 古曽   捺輝
（二中3年）

清瀬市教育委員会
教育長賞 

川北   直果
（東星学園中3年）

東村山税務署長賞 鉄谷   明香璃
（二中3年）

清瀬商工会
会長賞

若林   佑哉
（三中3年）

東村山間税会
会長賞

曽我部   咲恵
（四中3年）

全国間税会総連合会
入選

永井   彪雅
（清中1年）

全国間税会総連合会
入選

南澤   天音
（三中3年）

東京国税局間税会連合会
入選

青木   香乃
（五中3年）

一般社団法人東村山
青色申告会会長賞

中原   望
（二中3年）

東京税理士会
東村山支部支部長賞

住谷   実香
（五中3年）

「税についての作文」（敬称略） 「税の標語」（敬称略）

　１２月１５日、織本病院（旭が丘一丁目）で「清
瀬市医療と介護の専門職の地域リーダーフォ
ローアップ研修」が開催され、地域の専門職
約６０人が集まりました。昨年度から開催され
た研修には、延べ250人以上が参加しました。
　市では、医療や介護の専門職が集って協議
会を立ち上げ、「住み慣れた地域で、自分らし
い暮らしを人生の最期まで続けることができ
る」ことを応援する研修を行っています。

熱いディスカッションに思わ
ず立ち上がる参加者の皆さん
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サッカー教室の様子（昨年）

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

バ

ナ

ー

広

告

と

市

報

き

よ

せ

広

告

を

募

集

定
期
利
用
申
込
み
方
法
が

先
着
順
か
ら
予3

約3

順3

に
変
わ
り
ま
す

清
瀬
駅
北
口
地
下
駐
輪
場

　

清
瀬
駅
北
口
地
下
駐
輪
場
は
、

平
成
２９
年
４
月
利
用
開
始
分
か

ら
、
定
期
利
用
申
込
み
が
予
約
順

に
変
わ
り
ま
す
。
予
約
受
付
に
あ

た
り
初
回
の
み
、
予
約
順（
利
用

が
可
能
と
な
る
順
番
）を
決
め
る

抽
選
を
行
い
ま
す
。
平
成
29
年
４

月
以
降
に
定
期
利
用
を
ご
希
望
の

方
は
、
予
約
順
決
め
の
抽
選
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
左

記
ま
た
は
下
記
問
合
せ
先
へ
）

予
約
順
決
め
の
抽
選
応
募
期
間
　

２
月
20
日
㈪
～
３
月
10
日
㈮

公
開
抽
選
日
　
３
月
１１
日
㈯

※
駐
輪
場
所
が
空
き
ま
し
た
ら
、

抽
選
で
決
定
し
た
予
約
の
順
番
ご

と
に
定
期
購
入
の
ご
案
内
を
し
ま

す
。
抽
選
後
、
３
月
１２
日
か
ら
は

毎
日
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
　
清
瀬
都
市
開
発
株
式
会

社
☎
495
・
３
３
０
０
、
清
瀬
駅
北

口
地
下
駐
輪
場
☎
492
・
８
８
１
９
、

道
路
交
通
課
交
通
安
全
係
☎
497
・

２
０
９
６

応
募
期
間
２
月
20
日
㈪
か
ら
３
月
10
日
㈮
ま
で
の
、
清
瀬
駅
北
口
地
下
駐

輪
場
営
業
時
間
内

受
付
場
所
清
瀬
駅
北
口
地
下
駐
輪
場   

管
理
室
前
に
抽
選
申
込
書
・
応
募

箱
を
設
置

応
募
方
法

①�

定
期
利
用
応
募
要
領
を
よ
く
読
み
、
利
用
し
た
い
自
転
車
が

ラ
ッ
ク
収
容
条
件
に
合
う
か
確
認（
１
月
15
日
か
ら
配
布
）

②�
清
瀬
駅
北
口
地
下
駐
輪
場
に
て
、
抽
選
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入

③�【
申
込
者
控
】を
切
り
離
し
て
保
管
し
、【
駐
輪
場
用
】を
応

募
箱
へ

応
募
に

際
し
て
の

注
意
点

・�

定
期
購
入
の
際
、
駐
輪
場
所
に
自
転
車
が
収
容
で
き
な
い
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

・�

応
募
は
１
人
１
枚
で
す
。
利
用
者
本
人
の
名
前
で
申
込
み
く

だ
さ
い（
重
複
は
無
効
）

公
開
抽
選

日
時
場
所
予
約
順
決
め
公
開
抽
選
は
、
３
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か
ら
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階
展
示
ホ
ー
ル
で
実
施

抽
選
方
法
駐
輪
場
所
ご
と
に
応
募
券
で
抽
選
を
行
い
、
予
約
の
順
番（
予

約
番
号
）を
決
定
し
ま
す

予
約
番
号

通
知

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
郵
送
で
予
約
の
順
番（
予
約
番

号
）を
通
知
し
ま
す

※
順
番
に
な
り
ま
し
た
ら
定
期
購
入
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
の

で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い

北
口
地
下
駐
輪
場

営
業
時
間

平
日
＝
午
前
４
時
45
分
～
翌
午
前
１
時
15
分

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
４
時
45
分
～
翌
午
前
１
時

予
約
受
付
３
月
12
日
㈰
は
午
後
１
時
～
午
後
９
時
30
分

３
月
13
日
㈪
以
降
は
午
前
５
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま

で
、
毎
日
受
け
付
け

受
付
場
所
清
瀬
駅
北
口
地
下
駐
輪
場   

管
理
室

予
約
方
法

①�

定
期
利
用
応
募
要
領
を
よ
く
読
み
、
利
用
し
た
い
自
転
車
が

ラ
ッ
ク
収
容
条
件
に
合
う
か
確
認

②
予
約
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
係
員
に
提
出

③�

予
約
番
号
が
記
入
さ
れ
た
申
込
者
控
を
受
け
取
り
、
定
期
購

入
案
内
が
あ
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い（
抽
選
で
決
ま
っ
た

順
番
の
次
の
番
号
か
ら
、
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
）

予
約
に

際
し
て
の

注
意
点

・�

定
期
購
入
の
際
、
駐
輪
場
所
に
自
転
車
が
収
容
で
き
な
い
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

・�

予
約
は
１
人
１
枚
で
す
。
利
用
者
本
人
の
名
前
で
申
込
み
く

だ
さ
い（
重
複
は
無
効
）

予
約
順
決
め
抽
選
申
込
み
方
法
に
つ
い
て

予
約
順
決
定
後（
予
約
順
決
め
抽
選
に
応
募
し
な
か
っ
た
方
）の

予
約
申
込
み
方
法
に
つ
い
て

※
詳
細
に
つ
い
て
は
市
報
２
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療（
体

外
受
精
及
び
顕
微
授
精
の
み
）を

受
け
て
い
る
方
に
対
し
、
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
都
が

実
施
し
て
い
る
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
制
度
に
加
え
、
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
不
育

症
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫
婦
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
不
育
症
の
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
保
健
サ
ー

ビ
ス
係
☎
497
・
２
０
７
７

特定不妊治療費助成事業
　不妊治療に係る各治療内容の東京
都特定不妊治療費助成を超えた費用
のうち、１回３万円を上限に助成。１
年度に２回を限度。
※東京都が助成対象としている精巣内
精子生検採取法などは助成対象外。
　東京都特定不妊治療費助成制度の
助成の承認決定を受け、次の要件を
満たす方
①�東京都特定不妊治療費助成制度の

申請日から、清瀬市への申請時現
在でご夫婦どちらも引き続き清瀬市
に住民登録があること

②�平成28年４月１日以降に治療を開
始した方

③�東京都の助成に係る特定不妊治療
に対して、他の区

　市町村から同様
　の助成を受けて
　いないこと

不育症治療費助成事業
　１年度あたり不育症の治療にかか
る自己負担額の範囲とし、１回30万円
を上限に助成。１年度に１回を限度。

（千円未満の端数は切り捨て）
※治療開始前の検査費用は助成対象
外となります。
　次の要件を満たす方
①�厚生労働省不育症研究班に属する

医療機関で不育症の治療を受けて
いること

②法律上婚姻関係であるご夫婦
③�治療日及び申請時現在でご夫婦どち
らも清瀬市に住民登録があること

④�国民健康保険もしくは社会保険各種
公的医療保険に加入していること

⑤�ご夫婦の前年度の所得の合算が730
万円未満であること

⑥清瀬市に市税などの滞納がないこと
⑦�平成28年４月１日以降に治療を開

始した方（前年度に治療を開始し、
平成28年４月１日現在で治療継続
中の方を含む）

助
成
内
容

対
象

特定不妊治療費・不育症治療費助成事業の助成内容・対象者

◆
不
妊
症
…
…
妊
娠
を
希
望
す
る
ご
夫
婦
が

一
定
期
間
夫
婦
生
活
を
持
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
妊
娠
が
成
立
し
な
い
状
態
を「
不

妊
症
」と
言
い
ま
す
。

◆
不
育
症
…
…
妊
娠
は
す
る
も
の
の
流
産
や

早
産
、
死
産
な
ど
が
続
き
、
子
ど
も
を
持
て

な
い
こ
と
を「
不
育
症
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

適
切
な
検
査
と
治
療
で
80
㌫
以
上
の
方
が
出

産
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド

清
瀬
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
・

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

　

市
で
は
、
自
主
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
役
立
て
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
報
き
よ
せ

15
日
号
４
面
・
５
面
下
部
に
、
４

枠
の
広
告
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈯
～
平
成
30
年
３
月

３１
日
㈯
ま
で
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
枠
と
、
市
報
き
よ
せ

広
告
枠
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

広
告
代
理
店
を
通
じ
て
、
掲
載
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
代
理
店
　
㈱
ホ
ー
プ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

・
市
報
き
よ
せ
広
告
の
申
込
み
は
、

〒
810
・
０
０
２
２
福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
薬
院
１
─
14
─
５
Ｍ
Ｇ
薬

院
ビ
ル
７
階   

㈱
ホ
ー
プ
☎
092
・

716
・
１
４
０
４　

092
・
716
・
１
４

６
７   http://www.zaigenkak

uho.com

へ

　
「
在
宅
医
療
・
介
護
」の
専
門
職

及
び
興
味
の
あ
る
方
が
一
堂
に
会

し
、
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
医
療
改

革
な
ど
各
制
度
の
動
向
と
、
医
療

・
介
護
の
連
携
推
進
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。
先
着
250
人（
要
事
前
申
込
み
）

日
時
　
２
月
４
日
㈯
午
後
３
時
～

６
時（
開
場
は
午
後
２
時
30
分
）

場
所
　
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

問
合
せ
　
清
瀬
市
医
師
会
☎
494
・

１
４
４
１
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
福
祉
総
務
係
☎
497
・
２
０
５
６

「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動
向
と
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
」

清
瀬
市
医
師
会　

医
療
介
護
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
で
し
こ
リ
ー
ガ
ー
に
よ
る

　
　
　
　 

清
瀬
市
サ
ッ
カ
ー
教
室

多
摩
・
島
し
ょ
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
定
着
促
進
事
業

　

子
ど
も
た
ち
の
基
礎
体
力
及
び

競
技
力
の
向
上
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
促
進
を
目
的
に「
な
で

し
こ
リ
ー
ガ
ー
に
よ
る
清
瀬
市
サ

ッ
カ
ー
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

教
室
は
、
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

（
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
）
と
ス

フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ（
な
で
し

こ
リ
ー
グ
２
部
）の
選
手
・
コ
ー

チ
が
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
為
の
食
事
と

栄
養
講
習
会
」（
講
師
は
日
テ
レ

・
ベ
レ
ー
ザ
の
コ
ー
チ
・
ス
タ
ッ

フ
）も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時（
受
付
開
始
は
正
午
～
）

対
象
　
▪
サ
ッ
カ
ー
実
技
指
導
＝

市
内
在
住
・
在
園
・
在
学
ま
た
は

清
瀬
市
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い

る
チ
ー
ム
の
①
幼
児
②
小
学
１
年

～
３
年
生
男
子
③
小
学
１
年
～
３

年
生
女
子
④
小
学
４
年
～
６
年
生

男
子
⑤
小
学
４
・
５
年
生
女
子
⑥

小
学
６
年
生
女
子
・
中
学
生
女
子
。

各
部
門
定
員
30
人

▪
講
習
会「
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
為

の
食
事
と
栄
養
講
習
会
」＝
定
員

25
人

※
ど
ち
ら
も
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
。
抽
選
結
果
は
２
月
７
日
㈫

午
後
１
時
か
ら
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
発
表
。

場
所
　
清
瀬
内
山
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
Ａ
面（
講
座
は
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
内
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
16
日
～

27
日
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
参
加
申

込
承
諾
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
保
護
者
が
署
名
・
捺
印
の
う

え（
保
護
者
対
象
の
講
座
を
希
望

す
る
方
は
、
参
加
申
込
承
諾
書
の

講
習
会
部
分
に
必
要
事
項
を
記
入

し
）、
直
接
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
495
・
７
０
０
１
へ
持
参

集まれ！
サッカーキッ

ズ

防
災
行
政
無
線
は
電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　

市
の
行
政
防
災
無
線
の
放
送
内
容（
定
時
放
送
を
除
く
最
新
情
報

１
件
）を
、
☎
042
・
495
・
７
０
７
０
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
当
日
の
午
前

10
時
か
ら
は
、
同
会
場
で
ス
フ

ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ
チ
ー
ム
が

試
合
を
実
施
予
定
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
教
室
参
加
者
以
外
の
方
で

も
観
戦
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
選

手
へ
サ
イ
ン
や
握
手
を
求
め
る

行
為
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

プ
ロ
の
試
合
を
見
よ
う
！

現
役
世
代
向
け
お
金
を
考
え
る
講
座

変
革
の
時
代
～
自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る
～

◆�「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
、
世
の
な
か
の
仕
組

み
に
迫
り
ま
す
！

　

個
人
型
確
定
拠
出
金
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
な
ど
、
お
金
に
関
す
る
事
柄
が

変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
世
の
な
か
の
仕

組
み
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。
お

金
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い
現
役

世
代
・
子
育
て
世
代
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
先
着
30
人
。

内
容
　「
相
続
の
仕
組
み
」「
低
金

利
時
代
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」「
保

険
の
仕
組
み
」他

日
時
　
２
月
２５
日
㈯
・
26
日
㈰
午

前
10
時
～
正
午

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

代
表
取
締
役　

関
口
仁
氏

申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
15
日
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

し
て
送
信
、
ま
た
は
１
月
16
日
か

ら
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま

で
の
間
に
電
話
で
生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１
へ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
作
品
大
募
集
! !

　

市
で
は
、「
伝
え
た
い
！　

清

瀬
の
魅
力
」と
題
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
参

加
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　「
な
さ
そ
う
で
、
た
く

さ
ん
あ
る
あ
る
！　

清
瀬
の
魅

力
」

募
集
期
間
　２
月
１
日
㈬
～
28
日

㈫応
募
資
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

応
募
方
法
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト　

２
Ｌ
サ
イ
ズ（
合
成
・
組
版
は
不

加
）、１
人
２
点
ま
で
可
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
応
募
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
作
品
の
裏
に
添

付
し
て
直
接
窓
口
ま
た
は
郵
送
で

左
記
へ
提
出

※
詳
し
く
は
、
各
公
共
施
設
に
あ

る
チ
ラ
シ
・
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
募
集
要
項
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
合
せ
　
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
☎
497
・
１
８
０
８

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
関
連
事
業
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広
　
告
　
欄

定員 100床

定員 8床（他空床利用10床）

1日　25名

特     養

ショートステイ

デイサービス

居宅介護支援事業所

特養・ショートステイ デイサービス 居宅介護支援事業所

清瀬 結核の歴史展
　清瀬市における学校教育及び生涯学習を市民とともに進めていく教育の方針
を示した、第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン基本構想を策定しました。
第１次マスタープランの基本方針である「当たり前のことを当たり前にできる
教育」を継承するとともに、本市の最上位計画である第４次長期総合計画の基

本理念「手をつなぎ　心をつむぐ　みどりの清瀬」の視点に立ち、市民の皆さ
んが心身ともに健やかに成長し、生涯学習を通じて誰もが生きがいと活力に満
ちた生活を送ることによって、都市格が高い清瀬のまちを目指します。
問合せ　教育総務課庶務係☎497・2537

「子供が育つ   市民が育つ   まちも育つ　清瀬の教育」を基本理念に、新しい計画が始まります

基本理念「子供が育つ　市民が育つ　まちも育つ　清瀬の教育」
を実現するための 5 つの柱と方向性

【生涯学習】

◆�市民ニーズに応じた生涯学習活動
の支援
◆�生涯学習施設の学びとコミュニテ
ィ機能の推進
◆�「生きる力・考える力」を高め、
伝えるための世代を超えた学びの
場の提供

◆�「確かな学力」の育成
◆�学びへの関心や意欲を高めるため
の教育の推進
◆�豊かな心と撓

し な

やかで強
したた

かな心の育
成
◆�運動習慣の確立による体力の向上
◆教育環境の整備

◆�保護者への様々な学びや交流の場の提
供
◆�家庭の教育力向上のための普及・啓発
◆�子育て、教育、生き方にかかわる支援
体制の構築

◆�日本の良さ、清瀬の
魅力を理解し、内外
に向けて発信する力
の育成
◆�清瀬の文化や歴史を
深く学ぶことのでき
る機能の強化
◆�体験を通した郷土文
化の継承と郷土愛の
醸成

◆世代を超えた地域コミュニティの構築
◆�地域の力を学校に生かす仕組みづくり
の推進

　第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン基
本構想は、「地域コミュニティ」を核とした5
つの柱と16の方向性が「学びと育ちの循環型社
会」（下記参照）を形成することを通じて、基本
理念を実現させます。

第２次清瀬市教
育総合計画マス
タープラン基本
構想の全文は、
市ホームページ
からご覧になれ
ます。

「 学 び と 育 ち の 循 環 型 社 会 」 と は　

現
代
は
男
女
と
も
に
平
均
寿
命

が
80
歳
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、

長
い
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、「
学

び
と
育
ち
の
循
環
型
社
会
」を
テ

ー
マ
と
し
て
本
計
画
は
策
定
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
が
生

き
て
き
た
な
か
で
培
っ
た
知
識
や

経
験
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ

と
で
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

と
学
び
を
深
め
よ
う
と
い
う
仕
組

み
で
す
。
振
り
返
る
と
私
た
ち
家

族
も
、
12
年
前
に
越
し
て
き
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
子
育
て
を
含
め

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
こ
ま

で
き
た
な
ぁ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

坂
田
教
育
長
は
本
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、「
５
つ
の
柱
」

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
柱
が
互
い

に
バ
ト
ン
を
繋つ

な

ぎ
循
環
す
る
こ
と

で
、
子
供
か
ら
お
と
な
ま
で
が
と

も
に
学
び
成
長
し
て
い
く
。
ま
さ

に
理
想
の
教
育
構
造
だ
と
思
い
ま

す
。子
供
た
ち
に
関
し
て
言
え
ば
、

こ
の
輪
の
な
か
で
育は

ぐ
く
ま
れ
た
力
を

糧
に
し
て
未
来
を
切
り
拓
い
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
験
豊

富
な
お
と
な
た
ち
の
知
識
を
い
か

に
し
て
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
専
門
職
に
就

い
て
い
た
方（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
と

子
供
が
交
流
を
持
て
る
場
を
作

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
携
わ
る

人
と
子
供
た
ち
が
出
会
う
機
会
を

も
っ
と
設
け
る
、
な
ど
の
具
体
案

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
自
身
も
今
後
、
培
っ
た
経
験

を
社
会
に
お
返
し
で
き
る
一
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
瀬
の
教
育
に
期
待
し
た
い
こ
と

第
２
次
清
瀬
市
教
育
総
合
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

基
本
構
想
を
読
ん
で

市
民
編
集
委
員
：
山
本
美
香
さ
ん

	Check

第２次清瀬市教育総合計画
マスタープラン基本構想を策定

郷土博物館

　かつては不治の病と恐れられた結核。その治療と根絶に向けた清瀬の80余年の歴史をわかりやすく知る
ことできる、「清瀬 結核の歴史展」を開催します。また、関連事業として日帰りモニターツアーと講演会
も開催。どちらもぜひお越しください。運営主体　世界を結核から守るまちKIYOSE運営協議会／問合せ
　株式会社JTBコーポレートセールス法人営業東京多摩支店☎042・521・5550、秘書広報課☎497・1808

（本事業は、清瀬市まちづくり委員会からの提言を踏まえ、東京都の「地域資源発掘型実証プログラム事
業を活用して実施するものです）

入場
無料

２月３日㈮～12日㈰
午前９時～午後５時（２月６日㈪は休館）

※直接会場へ。

清 瀬 と 結 核 の 関 わ り
貴 重 な 資 料 ・パ ネ ル 展 示

映 像 コ ー ナ ー

　大きく10の展示ブースに分け、さまざまな切り
口から結核と清瀬が担ってきた役割についてひも
ときます。清瀬と結核の歴史を振り返るとともに、
これまで知らなかった結核について学ぶことで、
予防意識を高めることができます。
【展示テーマ（予定）】
①コッホが結核菌を発見！②清瀬に結核病院が来
る③結核の民間療法④清瀬の結核療養所街⑤撲滅
キャンペーン・ポスター⑥世界と結核⑦小児結核
⑧結核と文学⑨ウイルスの逆襲⑩医療のまちから
未来へ

　７７年にわたって結核と戦い続けたきた結核予防
会が、啓発のため、これまでにさまざまな映像作
品を作ってきました。それら貴重な作品の数々を
上映します。じっくりとご覧いただけるよう、閲
覧席も用意します。

上写真：1956年（昭和
31年 ）に 撮 影 さ れ た、
清瀬病院の航空写真
右写真：結核菌を発見
したロベルト・コッホ
氏

　近代日本の歩みに大きな影響を与えた病気の一
つ、結核。ピーク時には「亡国病」とも呼ばれたこ
の病に対処すべく、東京府（当時）は雑木林の広が
る清瀬に結核療養所を建てることを計画します。し
かし結核の病院設立には、清瀬村議会も反対の意見
書を議決し、村民も抵抗しました。そういった動き
があったものの、伝染病対策の重要性もあり、昭和
６年（1931年）に東京府立清瀬病院が開院。その後、
次々と療養所が建設され、多い時には５千人が入所
する一大療養所群となりました。療養所では「昭和
の俳聖」と呼ばれた石田波郷も療養生活を送り、随
筆集『清瀬村』、句集『借命』を発表しています。
　結核は過去の病気と思われがちですが、世界的に
は依然として罹患する人が多くおり、研究や対策は
日夜進められています。その中核的な役割を果たし
ていると言っていい研究機関が、公益財団法人結核
予防会結核研究所で、現在も世界各国の研究者が同
所に研修へ訪れています。
　「清瀬 結核の歴史展」では、80年以上にわたり結
核と対峙してきた清瀬の尊い歴史に光を当て、誇る
べき市の歴史の一面に触れることができます。

生涯にわたる
学習機会

（共に学ぶ）

人生のライフステージ

学びの成果を
社会に生かす
（共に育つ）

就学前教
育 義務

教育 高
等教育

社会人
教育

生涯学
習

　学びと育ちの循環型社会とは、市民の皆さんが生涯に
わたる継続した学びで培った知識・経験を社会に還元し
ていくことによって、あらゆる年齢層の学びを深め、つ
ながりを強めるとともに、誰でも参画できる仕組みです。
生涯学習で得たものを、地域コミュニティのつながりな
どを通じて若い世代へ伝えることで、下に表すような「学
びと育ちの循環型社会」を目指していきます。

 健幸で生きがい
のある学び・活動
を支援します

 郷土の自然や
文化への学びを
支援します

【郷土の自然・文化】

 家庭の教育力
向 上 を 支 援 し
ます

【家庭教育】

 学力を保証し健や
かな心と体を育て
ます

【学校教育】

 地域の力で清瀬
の 教 育 を つ な ぎ
ます

【地域コミュニティ】

世界を結核から守るまち KIYOSE
日帰りモニターツアー＆講演会

日帰りモニターツアー 講演会～清瀬と結核の関わり

　貸切バスにて市内の結核関連施設や歴史展の見
学など、１日で清瀬の結核への取り組みが体感で
きます。また、清瀬産野菜を使ったメニューが人気のレストランでの食
事もお楽しみいただけます。
募集人数　各日20人。最小催行人数各日15人（応募者多数の場合抽選）
申込み締切　１月24日㈫（はがきの場合当日消印有効）
当落の案内方法　応募者全員に当落結果を通知（ファクス・はがきで申
込みの方にははがきで、フェイスブックで申込みの方はメールで通知）

　結核予防会名誉顧問の島尾忠男氏を講師に迎え、
現在の清瀬及び世界の結核根絶の取り組みなどにつ
いての貴重な講演会です。
募集人数　150人（応募者多数の場合抽選）
申込み締切　１月31日㈫（はがきの場合当日消印有
効）
当落の案内方法　応募者全員に当落結果を通知（ファ
クス・はがきで申込みの方にははがきで、フェイスブックで申込みの
方はメールで通知）

①２月４日㈯ ②２月８日㈬
両日とも午前 10 時～午後４時

日程　2 月 12 日㈰午前 10 時～午後 0 時 30 分

結 核 研 究 所 や 外 気 舎 記 念 館（ 東 京 病
院 ）、清 瀬 結 核の歴史 展などを巡ります

島 尾 忠 男氏を迎え、清 瀬と結 核の関わりや
根 絶に向けた取り組みについての貴重な講 演 会

同 時 開 催
いずれも無料

要事前申込み

歴史を見つめ、明日を生きる

外気舎記念館

申込み方法　①ファクスで申込み＝市役所・各地域市民センター・生涯学習スポーツ課に置いてあるチラシ裏
面の参加申込書に必要事項を記入し、　042・521・５５５８へ。②はがきで申込み＝氏名・住所・性別・年齢・当
日連絡可能な携帯電話番号・同行者氏名・合計人数を記入し、下記問合せ先へ郵送。③フェイスブックから申
込み＝専用フェイスブックのエントリー画面より申込み（右記QRコード、または「結核医療KIYOSE」を検索し
てください。
問合せ　〒190－0023立川市柴崎町２－12－24MK立川南ビル３階　(株)JTBコーポレートセールス法人営業東
京多摩支店☎042・521・5550　 042・521・5558（平日午前９時３０分～午後５時30分）

応募方法
（モニターツ
アー・講演
会いずれも）

日程

清瀬病院跡
に建てられ
ている記念
碑。昨年市
の文化財に
指定された

清瀬の魅力、見つけ
た！



629・1・15

①歌って健康！歌声サロンスペシャル
　懐かしい名曲の数々をプロによる
生演奏に合わせて歌ってみませんか。
日時　1月18日㈬午後2時～4時
費用　1,000円
講師　杉山公章氏
②そうだじゅげむきこう
　和室で楽しむ落語会。椅子席もあ
ります。 
日時　2月19日㈰午後2時～（開場
は午後1時30分）
費用　一般1,000円・小学生500円（全
席自由）
出演　三遊亭わん丈、雷門音助
③清瀬けやき亭落語会
　三遊亭天どん、兼好による二人会。
日時　2月25日㈯午後2時～（開場
は午後1時30分）
費用　前売り一般2,500円・友の会
2,200円・ペア一般4,000円・ペア友
の 会3,800円、 当 日2,800円（ 未 就 学
児入場不可・全席指定）
出演　三遊亭天どん、三遊亭兼好
④清瀬リコーダーフェスティバル

Vol.2リコーダーオーケストラを
楽しもう！

　 ワークショップ参加者演奏に加
え、「スーパーリコーダーカルテッ
ト」の豪華演奏もお楽しみください。
日時　4月30日㈰午後2時30分～

（開場は午後1時30分）
費用　一般2,000円・友の会1,800円
・小中高校生500円（未就学児入場
不可・全席自由・予約制）
出演　スーパーリコーダーカルテッ
ト・松浦孝成（リコーダー）・深井
瑛理（リコーダー）

⑤QuatuorB（クワチュール・ベー）
サクソフォーン四重奏コンサート

　勇壮な音色のサクソフォーン四重
奏をお楽しみください。
日時　2月17日㈮午後7時～（開場
は午後6時30分）
費用　前売り一般2,300円・友の会
2,000円・学生1,000円・ペア3,500円
・ 65歳以上1,500円、当日2,500円（未
就学児入場不可・全席指定）
⑥講座「写経教室1月～3月」
　般若心経を通して「写経体」とい
う字体を学びます。各曜日先着18人。
日時　月曜教室＝1月23日・2月27
日・3月6日 、木曜教室＝1月26
日・2月16日・3月16日いずれも午
前10時～正午
費用　全3回3,000円（用紙代別）
持ち物　書道道具
講師　 横田游心氏(佑育書道会、明
治神宮書道会審査員)
申込み・問合せ　①は直接会場へ、
その他は直接または電話で清瀬けや
きホール☎493・4011へ

①Soft Voiceア カ ペ ラ コ ン サ ー ト 
Home Sweet Home

　家族のような4人が奏でる心洗わ
れるハーモニー。アカペラコンサー
トをお楽しみください。先着50人。
日時　2月12日㈰午後2時～4時

（開場は午後1時30分）
費用　当日券1,500円・前売券1,200
円・高校生以下500円
②世界料理を造ろう（ネパール編）
　さまざまなスパイスを絶妙なハー
モニーで奏でるネパール料理をご賞
味ください。先着24人。

日時　2月14日㈫午前10時～午後1時
費用　1,500円（材料費込み）
③弦楽アンサンブル道場
　弦楽器で才能の芽を伸ばしてみま
せんか。見学随時可。先着16人。
日時　毎月日曜日午後２時～４時

（月２回不定期・講師の都合により
日程の変更あり）
費用　月額3,000円（楽器レンタル要
相談）
④ギター教室
　現役プロのギタリストが丁寧に教
えます。見学随時可。先着10人。
日時　毎月土曜日午後６時～９時

（月３回不定期・講師の都合により
日程の変更あり）
費用　月額5,000円
⑤オカリナ教室
　自然で透明な音色…オカリナ♪   
音符が読めなくても大丈夫です。楽
しみながら初めてみましょう。見学
随時可。各コース先着16人。
日時　１月18日、２月1日・15日、
３月1日・15日いずれも水曜日の、
初級コース＝各日午後２時～３時、
中級コース＝各日午後３時30分～４
時30分
費用　１回800円（別途テキスト代
1,080円。オカリナ持参もしくは要
購入3,500円）
申込み・問合せ　いずれも直接また
は電話でコミュニティプラザひまわ
り ☎495・5100へ（ ① は 2 月10日 ま
でにメールでも可。    softvoice.sv+
reserve@qmail.comへ、2月12日ア
カペラコンサート・氏名・電話番号
・チケット枚数を記入し送信後、返
信メールで予約完了）

◆無料パソコン（Windows10）・タ
ブレット（iPad）教室

対 象　 パ ソ コ ン・Windows10、 タ
ブレットが初めてまたは初級の方

（シニア大歓迎）。各月先着10人
日時　パソコン＝毎週土曜日（各月
全４回）、タブレット＝第３木曜日
いずれも午前10時～正午
※ピンポン・ヨガ・カラオケなどの
無料体験（要予約）も行っています。
申込み・問合せ　直接または電話で
友遊（NPO法人情報労連東京福祉セ
ンター）☎497・8500へ

◆くすりを飲まない薬剤師、サプリ
を飲まない栄養士

　「ちょっと不調だな」「栄養が足り
てないな」。そんなときサプリメン
トは役に立つ？  病気の治療には薬
が必要？   栄養士さんや薬剤師さん
がサプリメントや薬を必要としない
理由に迫ります！  定員２４人。
対象　小学５年生以上（応募者多数
の場合抽選し、参加者のみ参加券を
郵送します）
日時　２月25日㈯午後１時30分～３時
講師　明治薬科大学セルフメディケ
ーション学研究室教授　石井文由氏
費用　入館料のみ（一般500円・４
歳～高校生200円）
申込み・問合せ　２月13日（必着）
までに、多摩六都科学館ホームペー
ジにある応募フォーム（　http://ww
w.tamarokuto.or.jp/）またははがき
で申込み。はがきの場合はイベント
名・氏名・年齢（学年）・郵便番号
・住所・電話番号を明記し、〒188
―0014   西東京市芝久保町５-10-64
多摩六都科学館まで。問合せは多摩
六都科学館☎042・469・6100へ

☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

市
民
伝
言
板

清
瀬
英
会
話
ク
ラ
ブ（
Ｋ
Ｅ
Ｃ
）

　

22
年
間
続
い
て
い
る
英
会
話
ク
ラ
ブ
で

す
。
デ
ビ
ッ
ト
先
生
に
よ
る
英
会
話
中
心

の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
見
学
歓
迎
。
第

２
・
４
火
曜
日
19
時
～
21
時
、
清
瀬
け
や

き
ホ
ー
ル
、
入
会
金
千
円
・
月
会
費
２
千

500
円
、
清
瀬
英
会
話
ク
ラ
ブ
・
山
下
☎
492

・
３
４
６
７

気
功
太
極
拳
ひ
ま
わ
り

　

太
極
拳
と
気
功
で
心
も
体
も
健
康
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

仲
間
を
募
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。
月
３
回
土
曜
日
15
時
～
16
時
30
分
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
、
月
会

費
２
千
円
、
気
功
太
極
拳
ひ
ま
わ
り
・

羽は
ば
ら原
☎
493
・
６
９
８
４

還
暦
野
球

　

定
年
を
過
ぎ
た
方
が
対
象
の
野
球
ク
ラ

ブ
で
す（
57
歳
以
上
の
方
）。
水
曜
日
に
練

習
、
土
曜
日
に
試
合
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
＝
水
曜
日
１３
時
～
15
時
・
市
内
及
び

近
隣
球
場
、
試
合
＝
土
曜
日
２
時
間
・
都

内
野
球
場
、
月
千
600
円（
連
盟
へ
の
会
費
・

用
具
代
・
球
場
使
用
料
）、
清
瀬
ジ
ェ
ン
ト

ル
・
並
木
☎
491
・
２
４
８
６

弓
道
初
心
者
教
室

　

弓
道
同
好
会
改
め
清
瀬
市
弓
道
連
盟
と

し
て
稽
古
し
て
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
健

康
な
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
弓
道
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
１
月
29
日
、
２
月
５

日
・
18
日
は
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
１

月
24
日
・
31
日
、
２
月
７
日
は
18
時
30
分

～
20
時
３０
分
、
下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

月
会
費
３
千
円
、
清
瀬
市
弓
道
連
盟
・
本

間
☎
090
・
９
８
０
０
・
７
３
５
５

小
学
生
の
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
会
員

　

小
学
１
年
～
６
年
の「
走
跳
投
」の
基
本

か
ら
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

ブ
ロ
グ　

http://plaza.rakuten.co.jp/rk
ids/

で
。
水
・
金
・
土
曜
日
17
時
～
19
時
、

市
民
体
育
館
他
、
月
会
費
千
500
円
、
Ｒ
︱

キ
ッ
ズ
・
青
池
☎
080
・
３
４
２
０
・
３
４

１
８

原
襄
二
芸
能
55
周
年
記
念
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ⅲ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
・
踊
コ
ン

サ
ー
ト

　

①「
東
京
松
浪
會
20
周
年
記
念
」平
成
29

年
２
月
11
日
11
時
～
18
時（
開
場
は
10
時
30

分
）②「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
・
踊
コ
ン
サ
ー

ト
」ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
＝
真
咲
よ
う
子
・

池
田
進
と
グ
リ
ー
ン
ア
イ
ズ
・
五
條
詠
寿

郎
・
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ａ
舞
踏
団
、
平
成
29
年

２
月
12
日
９
時
50
分
～
18
時（
開
場
は
９

時
）、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
入
場
無
料
、

両
日
先
着
100
人
に
記
念
品
贈
呈
、
実
行
委

員
会
☎
080
・
１
０
８
１
・
９
４
７
１

見
え
な
い
・
見
え
づ
ら
い
方
の
た

め
の
茶
話
会

　

毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
。
視
覚
障
害
者

の
生
活
に
役
立
つ
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

１
月
26
日
・
２
月
23
日
・
３
月
23
日
い
ず

れ
も
10
時
～
12
時
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

１
回
100
円（
茶
菓
代
）、
清
瀬
視
覚
障
害
者

グ
ル
ー
プ
あ
か
り
・
長
嶋
☎
080
・
１
１
４

５
・
８
６
１
９

☆
催
し
物

第
34
回
写
友
清
新
会
写
真
展

　

美
し
い
自
然
を
求
め
て
会
員
が
感
性
で

捉
え
た
風
景
と
花
の
写
真
を
展
示
。
１
月

16
日
～
29
日
10
時
～
17
時（
初
日
は
15
時
か

ら
）、
ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ク
レ
ア
ビ
ル

４
階
）、
無
料
、
写
友
清
新
会
・
日
野
☎
493

・
４
６
９
１

公
開
講
座
１
月
・
２
月
分

　

①「
医
療
・
介
護
の
在
宅
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
」信
愛
病
院
Ｍ
Ｓ
Ｗ
科
長
・
井

上
孝
義
②「
脳
疾
患（
仮
題
）」信
愛
病
院
院

長
・
越
永
守
道
①
１
月
28
日
②
２
月
25
日

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
、
信
愛
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル（
梅
園
二
丁
目
）、
無
料
、
信
愛
病

院
人
事
総
務
課
・
井
上
☎
491
・
３
２
１
１

救
世
軍
自
省
館　

酒
害
教
室

　

お
酒
が
原
因
の
心
配
事
や
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
い
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
話
し

合
い
学
ぶ
場
で
す
。
２
月
８
日
・
３
月
８

日
い
ず
れ
も
１３
時
～
15
時（
前
日
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）、
救
世
軍
自
省
館（
竹
丘

一
丁
目
）、
救
世
軍
自
省
館
・
酒
井
☎
493
・

５
３
７
４

が
ん
カ
フ
ェ
の
お
誘
い

　

病
気
の
こ
と
、
看
病
の
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
や
思
い
を
分
か
ち
合
う
会
で
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ
て

な
ぁ
に
？
」１
月
21
日
14
時
～
16
時
、
清
瀬

け
や
き
ホ
ー
ル
、
無
料
、
ス
マ
イ
ル
ケ
ア

・
北
川
☎
491
・
３
２
１
１

知
的
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座

　

知
的
障
害（
児
）者
の
地
域
生
活
を
支
え

る
、
東
京
都
移
動
支
援
従
事
者
の
資
格
が

取
得
で
き
る
講
座
で
す
。
先
着
40
人
。
２

月
４
日
・
５
日
と
実
習
１
日（
６
時
間
）、

い
ず
れ
も
９
時
～
17
時
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
１
万
２
千
円
、
清
瀬
わ
か
ば
会
・

深
堀
☎
494
・
１
１
４
３

「
俺
た
ち
は
志
士
じ
ゃ
な
い
」公
演

日
本
社
会
事
業
大
学
演
劇
研
究
会

　

日
本
社
会
事
業
大
学
所
属
演
劇
研
究
会

で
す
。
皆
さ
ま
に
素
敵
な
演
劇
を
お
見
せ

し
ま
す
。今
回
は
、幕
末
の
劇
を
や
り
ま
す
。

作
：
成
井
豊
・
真
柴
あ
ず
さ
。
１
月
21
日
、

13
時
～（
開
場
は
12
時
３０
分
～
）、
日
本
社

会
事
業
大
学（
竹
丘
三
丁
目
）、
無
料
、
日

本
社
会
事
業
大
学
演
劇
研
究
会 　

enngek
ikenqkaijcsw@yahoo.co.jp

ペ
ン
と
筆
で
か
く「
写
経
・
書
」

　

書
と
写
経
の
初
歩
か
ら
上
級
者
が
、
楽

し
み
な
が
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。
第
２
・

４
火
曜
日
９
時
15
分
～
11
時
30
分
、
障
害

学
習
セ
ン
タ
ー
、
月
会
費
千
500
円
、
徳
寿

会
・
渡
辺
☎
090
・
９
２
４
０
・
２
２
４
５

自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術（
十
文
字
）体
操

　

100
年
の
歴
史
を
持
つ
、
日
本
人
向
け
の

体
操
で
す
。
正
し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

楽
し
く
、
健
康
な
体
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
原
則
月
４
回
木
曜
日
14
時
～
15
時

30
分
、
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
月
会

費
３
千
円
、
自
彊
術
体
操
・
斉
藤
☎
080
・

１
３
４
８
・
０
０
２
８

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
市
長
提
出
議
案
20
件
が
可
決
・
承
認
さ
れ
、
議

員
提
出
議
案
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

■
清
瀬
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
Ｉ
Ｔ
講
習
専
用
パ
ソ
コ
ン

室
を
他
の
講
座
や
会
議
に
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
一
般
貸
出
施
設
に
改

め
ま
す
。

■
清
瀬
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

梅
園
第
１
、
第
２
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消

策
と
し
て
、
当
該
学
童
ク
ラ
ブ
を
増
築
し
て「
清
瀬
市

立
梅
園
第
３
学
童
ク
ラ
ブ
」を
平
成
29
年
４
月
１
日
に

開
設
し
、
定
員
を
30
人
増
員
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

■
清
瀬
市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
を
よ
り
効
率
・
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
、

清
瀬
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結

果
、
以
下
の
施
設
に
つ
い
て
、「
一
般
社
団
法
人
」「
社

会
福
祉
法
人
」に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
立
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
に
規
定
す
る
公

の
施
設
、
清
瀬
市
松
山
集
会
所
、
清
瀬
市
竹
丘
集
会
所
、

清
瀬
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
清
瀬
市
子
ど
も
の
発

達
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
、
清
瀬
市
立
公
園
条
例
に
規

定
す
る
公
の
施
設

問
合
せ　

 

議
会
事
務
局
議
事
係
☎
497
・
２
５
６
７

平
成
28
年
第
４
回
定
例
市
議
会

清
瀬
歌
の
祭
典
新
春
歌
い
初
め

　

カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
の
先
生
方
及
び
お
弟

子
さ
ん
や
メ
ジ
ャ
ー
歌
手
多
数
に
よ
る
発

表
会
で
す
。
地
元
歌
手
・
佐
東
明
美（
友
情

出
演
）他
。
１
月
28
日
10
時
～
17
時
、
清
瀬

け
や
き
ホ
ー
ル
、
入
場
無
料
、
清
瀬
歌
の

祭
典
実
行
委
員
・
穐あ

き
も
と本

☎
090
・
２
９
３
３

・
６
７
８
０

　

郷
土
博
物
館
で
行
っ
て
い
る
、
学
芸
員
を
志
す
学

生
を
対
象
に
し
た
学
芸
員
実
習
の
事
前
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
実
施
予
定
の
実
習
を
希
望

す
る
方
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
条
件　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
、
大
学
３

年
次
以
上
も
し
く
は
大
学
院
な
ど
で
博
物
館
学
を
受

講
し
て
い
る
学
生
の
方
で
、
博
物
館
法
施
行
規
則
第

１
条
に
定
め
ら
れ
た
資
格
取
得
に
必
要
な
単
位
の
う

ち
、
実
習
以
外
の
単
位
を
す
べ
て
取
得
し
て
い
る
学

生
、
も
し
く
は
当
該
年
度
に
取
得
見
込
み
で
、
博
物

館
及
び
学
芸
員
職
に
関
心
の
あ
る
学
生
。
先
着
30
人

日
時　

２
月
５
日
㈰
午
前
10
時
～

場
所　

郷
土
博
物
館

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
17
日
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
郷
土
博
物
館
☎
493
・
８
５
８
５
へ

平

成

29

年

度

学

芸

員

実

習

事

前

説

明

会
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募
集
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
へ
続
く

立

科

山

荘

ス

キ

ー 
バ

ス

ツ

ア

ー

　

レ
ッ
ス
ン
付
き
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰

（
出
発
は
17
日
午
後
７
時
15
分
・

解
散
は
19
日
午
後
５
時
30
分
）

場
所
　
集
合
・
解
散
＝
清
瀬
駅
北

口
西
友
前
、
宿
泊
＝
清
瀬
市
立
科

山
荘（
長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町

大
字
芦
田
八
ケ
野
）

費
用
　
お
と
な
２
万
８
千
400
円
、

　

所
得
税
や
市
・
都
民
税
の
申
告

を
す
る
際
、
ご
自
身
が
支
払
っ
た

保
険
税（
料
）
の
金
額
を
申
告
す

れ
ば
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
は
、
毎
年
１

月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
保
険
料
の
合
計
額
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

納
付
書
で
納
付
し
た
方
は
領
収

書
、
口
座
振
替
の
方
は
通
帳
、
特

別
徴
収
の
方
は
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
還
付
を
受
け
た
場
合
は
還
付

通
知
書
の
控
え
で
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、「
確
認
書（
申
告
用
）」

も
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課

国
保
係
・
高
齢
者
保
険
係
ま
た
は

文
化
財
防
火
デ
ー
の 

消

防

演

習

　

市
内
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
、消
防
演
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
２６
日
㈭
午
前
１０
時
～

場
所
　
旧
森
田
家

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
清
瀬
消
防
署
☎
491
・
０

１
１
９

年
中
行
事
「
節
分
の
豆

ま
き
と
や
っ
か
が
し
」

　

茅か
や

葺ぶ
き

屋
根
の
古
民
家
で
節
分
に

ま
つ
わ
る
行
事
を
再
現
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

場
所
　
旧
森
田
家

講
師
　
清
瀬
郷
土
研
究
会
会
員　

岡
田
耕
輔
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５

市
史
講
演
会
第
１
回 

清
戸
の
戦
国
と
江
戸

　
『
市
史
研
究　

き
よ
せ
』
を
参

照
資
料
と
し
、「
清
戸
の
戦
国
と

江
戸
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
先
着
50
人
。

パ
ソ
コ
ン
を
「
基
礎 

か

ら

学

ぶ

講

習
」

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
る
方
。
先
着
10
人

日
時
　
２
月
７
日
・
14
日
・
21
日

・
28
日
、
３
月
７
日
・
14
日
の
火

曜
日　

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
用
　
千
円（
６
日
間
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495
・
７
０
０

１
へ

子
ど
も
の
発
達
支
援
・ 

交
流
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

―
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
特
性
を
も
つ
子
ど

　

も
の
育
ち
と
支
援
を
考
え
る

対
象
　
保
護
者
・
子
ど
も
の
支
援

に
か
か
わ
る
方
。
先
着
200
人

日
時
　
２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く

ら
ぶ
代
表　

高
山
恵
子
氏

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
も
し
く

は
、
氏
名
・
所
属（
あ
れ
ば
）・

連
絡
先
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
発
達

支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
こ
と
こ

☎
495
・
３
０
３
０　

495
・
３
０
３

１　
 tocotoco@kiyose-hattat

su.jp
へ

松
山
・
野
塩
出
張
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

と
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振

替
）で
は
、
必
ず
し
も
同
じ
方
が

控
除
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
特
別
徴
収
＝
保
険
税（
料
）
が

ご
自
身
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
方

②
普
通
徴
収
＝
納
付
書
及
び
口
座

振
替
で
納
付
し
た
方（
実
際
に
お

金
を
支
払
っ
た
方
）

◆
申
告
が
な
い
と
…

　

保
険
税（
料
）
の
金
額
や
病
院

で
支
払
う
自
己
負
担
額
な
ど
の
区

分
は
世
帯（
個
人
）
の
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
た
め
、
保
険
の
給
付

・
保
険
税（
料
）
額
の
両
方
に
影

響
し
ま
す
。
収
入
が
な
い
方
や
非

課
税
収
入（
遺
族
・
障
害
年
金
・

扶
養
だ
っ
た
方
）
の
み
の
方
も
、

必
ず
市
・
都
民
税
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
が
な
い
場
合
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪
保
険
税（
料
）
＝
収
入
が
な
い

方
で
も
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
。

▪
保
険
の
給
付
＝
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食

事
の
自
己
負
担
額
が
高
く
な
る
場

合
が
あ
る
。

※
詳
し
く
は
、
市
・
都
民
税
の
申

告
や
社
会
保
険
料
の
控
除
＝
課
税

課
市
民
税
係
☎
497
・
２
０
４
０
、

所
得
税
の
確
定
申
告
＝
東
村
山
税

務
署
☎
042
・
394
・
６
８
１
１
へ
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保
係
☎

497
・
２
０
４
８
、
保
険
年
金
課
高

齢
者
保
険
係
☎
497
・
２
０
５
０

加
入
者
の
方
は 

、
市
・
都
民
税
の
申
告
を

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

３
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿
は
、
１

月
16
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
２
月
１
日
ま

で
の
間
に
受
け
付
け
。
先
着
25
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
497

・
１
８
０
８　

491
・
８
６
０
０ 　

kouh
ou@city.kiyose.lg.jp

（
社
福
）清
瀬
わ
か
ば
会
　
活
動
報

告
会

　

障
害
児（
者
）に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
が

感
じ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
な
ど
、
私
た
ち

と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
参
加
申
込
み
は

２
月
３
日
ま
で
。
２
月
18
日
１４
時
～
16
時
、

わ
か
ば
学
童
ホ
ー
ル（
竹
丘
一
丁
目
）、
無

料
、
清
瀬
わ
か
ば
会
わ
か
ば
学
童
ク
ラ
ブ

・
楯
岡
☎
493
・
４
８
２
０

放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

　

鴨
下
祐
也
元
福
島
工
専
准
教
授
に
よ
る

放
射
能
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

具
体
的
な
お
話
と
、
東
京
の
土
の
汚
染
の

計
測
な
ど
。
１
月
21
日
14
時
～
16
時
30
分

（
開
場
は
１３
時
30
分
）、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
、
300
円（
資
料
代
）、
清
瀬
・
憲
法

九
条
を
守
る
会（
共
催
清
瀬
女
性
会
議
）・

松
井
☎
492
・
４
１
７
４

清
瀬
の
自
然
を
守
る
活
動

①
雑
木
林
管
理
作
業

日
時
　
①
１
月
19
日
㈭
②
25
日
㈬

③
30
日
㈪
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

午
後
２
時
30
分（
集
合
は
午
前
８

時
45
分
）雨
天
時
は
翌
日
に
延
期

お
茶
の
間
寄
席
竹
丘
亭

日
時
　
２
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
　
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
　
500
円

出
演
　
大
泉
落
語
研
究
会

申
込
み
・
問
合
せ
　
直
接
ま
た
は

電
話
で
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
495
・
１
７
１
７
へ　

場
所
　
①
③
＝
中
里
緑
地
保
全
地

域
Ｃ
地
区（
①
は
畑
側
③
は
倉
庫

側
）・
集
合
は
い
ず
れ
も
せ
せ
ら

ぎ
公
園
管
理
棟
、
②
＝
御
殿
山
緑

地
保
全
地
域
・
集
合
は
御
殿
山
実

験
農
場

※
直
接
会
場
へ
。　

持
ち
物
　
各
回
と
も
昼
食
・
飲
み

物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
軍
手（
道

具
類
・
お
や
つ
と
温
か
い
飲
み
物

は
会
で
用
意
し
ま
す
。
カ
ッ
プ
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
　
清
瀬
の
自
然
を
守
る
会

事
務
局
・
渡
邉
☎
492
・
０
７
１
０

日
時
　
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
　
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員

長　

根
岸
茂
夫
氏

持
ち
物
　『
市
史
研
究　

き
よ
せ
』

第
１
号（
当
日
会
場
で
も
購
入
可

・
300
円
）

問
合
せ
　
市
史
編
さ
ん
室
☎
497
・

１
８
１
３

小
学
生
２
万
３
千
円（
２
泊
３
日

４
食
付
き
）

※
費
用
は
添
乗
員
に
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。（
カ
ー
ド
払
い
不

可
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
清
瀬

市
立
科
山
荘
☎
０
２
６
７
・
51
・

２
３
０
０
へ（
市
内
固
定
電
話
な

ら　

０
１
２
０
・
54
・
８
９
７
７

で
も
可
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
高

齢
支
援
課
高
齢
福
祉
係
☎
497
・
２

０
８
１
へ

第

11

回

な

ん

で

も 

発

表

会

出

演

者

　

劇
・
演
奏
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練

た
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン 

テ

ス

ト

出

場

者

　

第
16
回
た
ま
工
業
交
流
展
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

対
象
　
小
学
校
４
年
生
～
中
学
生

（
２
人
１
組
、
小
学
生
は
親
子
ペ

ア
、応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

定
員
30
組
程
度

日
時
　
２
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所
　
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー（
昭
島
市
東
町
三
丁
目
）

※
使
用
す
る
機
材（
プ
ロ
ロ
ボ
）

は
当
日
配
布
し
、
組
み
立
て
講
座

の
の
ち
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
競
技
を

行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
多
摩
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
tam

arobocon.jp /

ま
た
は
、
た

ま
工
業
交
流
展
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http:/ /www.tam
a-kogyo-kor

yuten.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
た
ま
工
業
交
流
展
実
行

委
員
会
☎
042
・
527
・
２
７
０
０

高
齢
者
住
宅
入
居
者

　
「
空
き
家
」
単
身
者
の
入
居
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方
①
65
歳
以
上（
昭
和

27
年
１
月
16
日
以
前
の
生
ま
れ
）

②
市
内
に
２
年
以
上
居
住
し
て
い

る（
平
成
27
年
１
月
16
日
以
前
か

ら
居
住
）③
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
内
で
あ
る
④
住
宅
に
困
っ
て

い
る
⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い

募
集
住
宅
　
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
み
ず

き
＝
和
８
・
Ｄ
Ｋ　

３
戸（
野
塩

四
丁
目
）、
シ
ル
バ
ー
ハ
イ
ツ
さ

ざ
ん
か
＝
和
８
・
Ｄ
Ｋ　

２
戸（
松

山
三
丁
目
）、
シ
ル
バ
ー
ハ
イ
ツ

こ
ぶ
し
＝
和
８
・
Ｄ
Ｋ　

２
戸（
野

塩
四
丁
目
）

募
集
案
内
配
布
・
申
込
期
間
　
１

月
16
日
㈪
～
27
日
㈮

※
入
居
は
３
月
を
予
定
。
予
定
使

用
料
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

竹
丘
ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト

　

見
て
・
聴
い
て
・
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
幼
児（
兄
弟
・
姉
妹
も
可
）

と
そ
の
保
護
者

日
時
　
２
月
19
日
㈰
午
前
11
時
～

正
午

場
所
　
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

出
演
　
清
瀬
管
弦
楽
団

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
☎
495
・
１
７
１
７

消

費

生

活

講

座

―「
も
し
も
の
時
に
備
え
る
た
め

　

に
～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

　

葬
儀
の
は
な
し
」

　

先
着
40
人
。

日
時
　
２
月
３
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午

場
所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

講
師
　
一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
協
会
理
事
長

佐
々
木
悦
子
氏

申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
17
日
午

前
９
時
か
ら
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
495
・

６
２
１
１
へ

第
20
回
つ
な
が
り
カ
フ
ェ

日
時
　
２
月
２
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時
30
分（
う
た
の
コ
ン
サ
ー
ト

＝
午
後
１
時
30
分
～
、
カ
ー
ド
作

り
＝
午
後
２
時
30
分
～
）

場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

費
用
　
100
円（
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は

紅
茶
と
お
菓
子
付
き
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
495
・
７
０
０
２

習
の
成
果
を
、
こ
ろ
ぽ
っ
く
る
ホ

ー
ル
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

　
３
月
26
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分（
予
定
）

場
所 

　
児
童
セ
ン
タ
ー

※
観
覧
は
直
接
会
場
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
12
日
ま

で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
申
込
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
同

セ
ン
タ
ー
☎
495
・
７
７
０
０
へ

国
民
健
康
保
険 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

◆
保
険
税（
料
）
の
納
付
済
み
金

　
額
の
確
認
方
法

◆
保
険
税（
料
）
の
社
会
保
険
料

　
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

―「
高
次
脳
機
能
障
害
に
お
け
る

　

情
動
の
問
題
～
自
分
ら
し
さ
を

　

と
り
戻
す
」

対
象
　
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
心

の
あ
る
す
べ
て
の
方
。
先
着
400
人

日
時
　
１
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分（
開
場
は
午
後
０

時
45
分
）

場
所
　
ル
ネ
こ
だ
い
ら（
小
平
市

美
園
町
一
丁
目
）

講
師
　
中
央
大
学
文
学
部
教
授　

緑
川
晶
氏

※
手
話
通
訳
、
車
椅
子
席
あ
り
。

直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
497
・
２
０
７
３

食
育
講
演
会
「
食
と
農
、

地
域
に
お
け
る
食
育
」

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
管
理

栄
養
士
・
栄
養
士
、
食
育
に
携
わ

る
市
民
。
先
着
15
人

日
時
　
２
月
６
日
㈪
午
後
２
時
15

分
～
３
時
45
分

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料

情
報
学
部
教
授　

上
岡
美
保
氏

申
込
み
・
問
合
せ
　
直
接
窓
口
ま

た
は
電
話
で
健
康
推
進
課
保
健
サ

ー
ビ
ス
係
☎
497
・
２
０
７
７
へ
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名称 日時 場所 問合せ・申込み

市
民
相
談

法律相談 １日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬
午後１時～４時30分

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘書広報課広報
広 聴 係 ☎497・
1808

※市内在住・在
勤・在学の方対
象。
※1月16日午前
8時30分から受
け付け開始。

不動産取引相談
１日㈬午前9時30分～11時30分土地建物登記（表示）・測

量相談
人権身の上相談 1日㈬午後１時～３時
年金・労働相談

8日㈬午前９時30分～11時30分防犯（犯罪被害者支援な
ども含む）相談
登記（相続・遺言）相談 8日㈬午後１時～３時30分
税務相談 15日㈬午前９時30分～11時30分相続・暮らしの手続相談
行政苦情相談 15日㈬午後１時～３時
交通事故相談 22日㈬午後１時～３時30分

       母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時

生活福祉課
☎492・5111（代表）

                子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）
午前９時～午後５時

子ども家庭支援センター
☎495・7701

                 教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

教 育
相 談
センタ
ー

教育相談室
☎493・3526

（☎493・4122）
※電話予約は午
前９時から受け
付け。

ア  
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談
7日㈫・10日㈮・21日㈫・24日㈮
午前10時～午後４時、２日㈭・
16日㈭午前10時～午後９時 男女共同参画センター

（ アイレ ック ）☎495・
7002
※電話予約は平日午前
8時30分～午後５時。
※保育あり。（要予約）

DV相談 1日㈬・8日㈬・9日㈭・15日㈬
・23日㈭午前10時～午後４時

働き方サポート相談 ３日㈮・17日㈮午前10時～午後
４時

法律相談 14日㈫・22日㈬午後２時～４時

              　消費生活相談
毎週月～金曜日午前10時～午後
４時（正午～午後１時と祝日を除
く）

消費生活センター
☎495・6212

         清瀬・ハローワーク就職
情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

クレア
ビル
(４階) 

清瀬・ハローワ
ーク就職情報室
☎494・8609

☎

事業名 対象・内容など 日時 場所 申込み・
問合せ

食生
　活相談 

　生活習慣病予防や高齢期の食事相談を行います。
対象　市内在住で30歳以上の方とその家族
持ち物　健康手帳（お持ちでない方は、随時発行し
ます） 

2月1日㈬
午後２時～

４時30分

健
康
セ
ン
タ
ー

電 話 で
健 康 推
進 課 保
健 サ ー
ビ ス 係
☎ 497・
2077へ

　   両 親
学 級（ １
コ ー ス ２
日制）

　赤ちゃんの育て方やお風呂の入れ方など、夫婦で
一緒に学んでみませんか。おひとりでの参加、どち
らか１日だけの参加も可能です。
内容　１日目＝お産や栄養のお話など、２日目＝お
風呂の入れ方、パパの基礎知識など
対象　現在妊娠されている方とそのパートナー、こ
れからの妊娠を考えているご夫婦
持ち物　母子健康手帳（両日とも）、エプロン・手拭
きタオル（２日目のみ）
費用　100 円（１日目のみ）

１ 日 目 ＝ 2
月 17 日 ㈮
午後１時 20

分～４時
２ 日 目 ＝ 3
月 4 日 ㈯ 午
前 ９ 時 30
分～午後０

時 30 分

　 お な か
スッキリエ
ク サ サ イ
ズ

　おなかまわりや背中、腰回りのエクササイズでゆ
がみを解消します。基礎代謝アップ！　おなかもスッ
キリ！
対象　清瀬市国民健康保険または後期高齢者医療
保険に加入している方。先着 40 人
持ち物　タオル・運動しやすい服装・飲み物
講師　健康運動指導士　八木香氏

２ 月８日㈬
午後１時 30
分～３時 20

分

下
宿
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー

1 月 1 6
日より健
康 推 進
課 健 康
推 進 係
☎ 497・
2076 へ

＝要予約

＝要予約 ＝直接会場へ ＝電話相談
　

い
ず
れ
も
先
着
順
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

山
下
淑
江
様（
20
万
円
）、
ボ

平成29年
1月１日現在

◆人口 （ ）内は前月比
男　35,981人
        （6人減）
女　38,529人
        （11人減）
計　74,510人
        （17人減）

◆世帯数 （ ）内は前月比
34,709世帯

（16世帯増）

※人口は、外国人
住 民（1,136人 ）を
含みます。
問合せ　市民課住
民係☎497・2037

直

直

直

☎

直 ☎

学
校
給
食
物
資
一
括
購
入 

納
入
業
者
の
登
録
申
請
受
付

申
請
書
配
布
期
間
　
１
月
16
日
㈪

～
２
月
８
日
㈬

申
請
受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈬
～

８
日
㈬

申
請
書
配
布
・
申
請
受
付
場
所
　

教
育
総
務
課

提
出
書
類
　
申
請
書
・
食
品
衛
生

監
視
票
・
営
業
許
可
書
の
写
し
・

未
納
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
納
税

証
明
書（
そ
の
３
の
２
・
そ
の
３

の
３
）

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
学
務
係
☎

497
・
２
５
３
９

ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸
グ
ル
ー
プ
様

（
20
万
円
）、
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
清

瀬
地
区
宝
船
制
作
委
員
会
様（
４

万
６
千
５89
円
）、
志
村
昭
夫
様（
７

千
676
円
）、
手
話
サ
ー
ク
ル
て
の

ひ
ら
様（
５
千
円
）、
匿
名
様
３

件（
３
千
574
円
）

市（
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
）へ

　
東
京
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
様

（
10
万
３
千
646
円
）、
鈴
木
え
り
子

様（
６
万
円
）、
飯
塚
勝
重
様（
１

万
円
）、
海
老
沢
旬
様（
１
万
円
）、

松
本
拓
也
様（
１
万
円
）、
金
山

重
徳
様（
５
千
円
）、
匿
名
様
45

件（
71
万
８
千
円
）

市（
一
般
寄
附
金
）へ

　
匿
名
様
１
件（
５
万
円
）

市（
社
会
福
祉
基
金
）へ

　

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

（
４
万
２
千
円
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　

平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と

し
て
、
毎
年
１
月
１７
日
が「
防
災

医療費控除の特例（セルフメデ
ィケーション税制）について

清

瀬

市

消

費

生

活 

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催

時
間
の
５
分
前
ま
で
に
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着
５

人
。

日
時
　
１
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午

場
所
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
６
２
１
１

　医療費控除の特例（セルフメディケ
ーション税制）とは健康の維持増進及
び疾病の予防への取り組みとして※一
定の取り組みを行う個人が、平成２９年
1月１日から平成３３年12月31日までの
間に、自己および自己と生計を一にす
る配偶者・その他親族に係る一定のス
イッチＯＴＣ医薬品を購入（平成29年
１月１日からの購入が対象のため、平
成30年度から申告受付開始）した際に、
その費用について所得控除を受けるこ
とができるものです。（現行の医療費
控除と併用不可）
　詳細は下記へお問い合せください。
※「特定健康診査（人間ドック）・予防
接種・定期健康診断・健康診査・がん
検診」を指します。（いずれか１つで可）
問合せ　課税課市民税係☎497・２０４０

下

水

道

モ

ニ

タ

ー

資
格
　
都
内
在
住
で
平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
満
20
歳
以
上
の
方

（
公
務
員
・
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
経

験
者
・
島
し
ょ
在
住
者
を
除
く
）

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
と
メ

ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
方

定
員
　
千
人
程
度

任
期
　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

１
年
間

内
容
　
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
、
施
設
見
学
会
な
ど

申
込
期
間
　
２
月
28
日
㈫
ま
で

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
東

京
都
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.gesui.m
etro.tok

yo.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
東
京
都
下
水
道
局
☎
03

・
５
３
２
０
・
６
６
９
３

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月

１５
日
か
ら
１
月
２１
日
ま
で
が「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
災
害
時
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
災
害
へ

の
備
え
を
充
実
強
化
さ
せ
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
清

瀬
消
防
署
で
は
地
域
の
防
災
行
動

力
向
上
の
た
め「
ま
ち
か
ど
防
災

訓
練
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
清
瀬
消
防
署
☎
491
・
０

１
１
９

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
）

　

衣
装
ケ
ー
ス
、折
り
た
た
み
机
、

加
湿
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
、
学
習
机
、
自
動
車
用
チ
ェ
ー

ン
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い（
無
料
）

　

琴
、
猫
飼
育
用
三
段
ケ
ー
ジ
・

猫
グ
ッ
ズ

※
12
月
末
時
点
の
情
報
の
た
め
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
16
日
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
495
・
６
２
１
１
へ（
先

着
順
）

職
業
訓
練
生
徒
（
４
月
入
校
）

　
都
立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
、
同
八
王
子
校
、
同
府
中
校

で
は
、
平
成
29
年
４
月
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
２
月
３
日
㈮
ま
で

募
集
科
目
　
①
都
立
多
摩
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
＝
計
測
制
御
シ

ス
テ
ム
科
・
精
密
加
工
科
・
機
械

組
立
技
術
科
な
ど
13
科
目
②
同
八

王
子
校
＝
自
動
車
整
備
工
学
科
・

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
・
電
気
設
備

シ
ス
テ
ム
科
な
ど
６
科
目
③
同
府

中
校
＝
組
込
み
シ
ス
テ
ム
技
術
科

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
工
科
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
科
な
ど
８
科
目

※
科
目
に
よ
り
訓
練
期
間
・
定
員

な
ど
の
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
各
セ
ン
タ
ー
・
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
①
は
☎
042
・
500
・
８
７

０
０
、
②
は
☎
042
・
622
・
８
２
０

１
、
③
は
☎
042
・
367
・
８
２
０
１

い
き
い
き
ハ
イ
キ
ン
グ

５

㌔

コ

ー

ス

　
武
蔵
関
公
園
・
善
福
寺
公
園
・

井
草
八
幡
な
ど
お
よ
そ
６
㌔
の
コ

ー
ス
で
す
。

対
象
　
運
動
制
限
が
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運

動
を
し
て
い
る
方

日
時
　
１
月
24
日
㈫
午
前
９
時
受

け
付
け
開
始（
出
発
は
午
前
９
時

30
分
・
雨
天
中
止
）

場
所
　
集
合
＝
清
瀬
駅
北
口
連
絡

通
路
、
解
散
＝
上
石
神
井
駅

費
用
　
50
円（
保
険
料
な
ど
。
交

通
費
は
別
途
自
己
負
担
）

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
、
雨
具

・
ザ
ッ
ク
・
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し

た
服
装
と
靴

※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
・

中
村
☎
080
・
６
６
２
１
・
８
８
１

６
野
菜
セ
ミ
ナ
ー
「
野
菜
た

っ
ぷ
り
健
康
レ
シ
ピ
」

対
象
　
清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
20
人

日
時
　
２
月
10
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
管
理
栄
養
士　

宮
本
千
華

子
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
１
月
16
日
か

ら
電
話
で
健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
497
・
２
０
７
６
へ

2

た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス
協

力
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
社
協
の「
た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ

ス
」協
力
会
員
に
な
る
た
め
の
説

明
と
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所
　
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
社
会

福
祉
協
議
会
☎
495
・
５
３
３
３
へ

肩
こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
軽
減

改
善
集
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

対
象
　
清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
４０
人

日
時
　
２
月
15
日
㈬
・
23
日
㈭
・

27
日
㈪
、
３
月
６
日
㈪
・
16
日
㈭

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
高
齢
者
運
動
機
能
向
上
研

究
会　

パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー　

岩
田
諭
氏
・
八

木
香
氏

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物

※
初
め
て
の
方
が
優
先
。
通
院
中

の
方
は
医
師
の
同
意
が
必
要
で

す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
健
康

推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・
２
０

７
６
へ

薪
ス
ト
ー
ブ
（
暖
炉
な

ど
）
を
設
置
予
定
ま
た

は

お

使

い

の

方

へ

　
薪
ス
ト
ー
ブ（
暖
炉
な
ど
）
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
設

置
場
所
を
専
門
家
と
工
務
店
を
交

え
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
す
で
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
・
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使
用

す
る
時
間
・
薪
割
り
の
音
な
ど
に

十
分
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
薪
ス

ト
ー
ブ
や
暖
炉
で
す
が
、
い
つ
ま

で
も
快
適
か
つ
安
全
に
使
用
し
続

け
て
い
く
に
は
、
使
用
し
て
い
る

人
の
知
識
と
ま
わ
り
の
方
へ
の
配

慮
が
不
可
欠
で
す
。
構
造
上
、
煙

と
煤
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ご
近
所
の

方
へ
の
配
慮
は
特
に
大
切
で
す
。

問
合
せ
　
水
と
緑
の
環
境
課
環
境

衛
生
係
☎
497
・
２
０
９
９




